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学ぶことの多かつた「おさかなポスト」訪問
真米幸川を清流にする会__山口拓郎
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年が暮れ、年が明け、季節は足早に移つていきます。川の流れも四囲の景色を映し暫
しも止まることはありません。今年の正月は快晴にめぐまれました。初日の出に染まる
川面は、ひときわすがすがしいものに思えました。あれから3月 、いつかウメの花が散
り、ハナモモが咲き競い早春の気配を感ずる季節を迎えようとしています。
2月 の恒例のウォーキングは多摩川の 「おさかなポス ト」訪間でした。多摩川の生態
系を守るため捨てられるペットを預かり、飼ってくれる里親を探す活動を続けています。
代表の山崎さんは 「外来種といえども尊い命、決して殺さないこと」を信条に、子ども
達への教育に力を注いでおられます。教えられることの多い訪間となりました。
{12月上旬}

(日の出 6時 31分 )師 走に入 り快晴の日

が続く。夜明けが次第に遅くなる。薄明の

中でコイは悠々と泳いでいる。いつの間に

か緋鯉が 1匹 まぎれこんでいる。イチョウ

並木が黄金色に色づく。 ド ウダンツツジも

紅葉するもプラッシ花は咲き続ける。藻は

川底に、ひっそりとなりを湾めている。
12月10日 (本)通信発行、一本会
14時 、鶴川支所で 「通信」の印刷 と配布。
4名 参加。鶴川支所は当分改修に入るそ う
だ。その間、三輪支所を使わしてもらうこ

とになる。 18時 、魚民で一木会。 5名 参
加。議題は生協広報の取材、 1～ 2月 のウ
ォーキングについて等。

て12月中旬〕

(日の出 6時 40分 )前 半は久 しぶ りに雨
が降り統ける。増水 じ川底に張り着いてい

た藻は削ぎ落とされ岩肌が剥きだしになる。

後半、天気が回復 し厳 しい寒気が続 く。紛

れ込んだ緋鯉はいつの間にか見えなくなる。

イチョウ散 り始める。ブラシ花、フユサク

ラ咲き続ける。時折、コサギが飛来する。
12月13日(日)清掃中止、生協取材
朝から冷たい雨、清掃作業は中止となる。
いちょう会館で生協の 「ヨープみらい」誌
の取材を山本、黒田さんと受ける。後日、
掲載誌が送付されてくる。
12月20日 (日)臨時に清掃作業
清掃日が雨で中止となる月が続いたので臨
時に清掃作業をすることになる。幸いこの

季節にしては暖かい日和に意まれた。参加

12名 。ゴミ23袋 と自転車を回収する。

ミニ水族館の展示は好評だつた。

モ12月下旬}

(日の出 6時 46分 )冬 至を迎え夜明けが
一層遅くなる。晴天が続く。朝方は寒気厳

しく池に厚い氷が張る。ブラシ花漸く散 り

始める。フュザクラはなお咲き続ける。コ

サギが時折飛来する。削ぎ落とされた藻が

次第に川底の岩に育つてくる。

(1月上旬〕

(日の出 6時 50分 )年 が明けても快晴の

日が続 く。朝方は寒気が厳 しいが日中はぽ

かぽか陽気でカモの一家が群れている。コ

サギも時折訪れ魚を啄んでいる。フユザク

ラ咲き続ける。サザンカは満開に。藻、勢
います。断片が漂う。

1月 1日 (金)初詣

神社で初日の出を待つ。帰り下堰を訪れる

セキレイが 2羽 、軽快に飛び交つていた。

1月 7日 (本)一本会

18時 から魚民で開催される。 6名 出席。

議題、 1月 、 2月 のウォーキングについて。

1月10日 (日)鶴見川上流域を散策

恒例の 1月 度のウォーキングは鶴見川上流

域散策となる。 9時 30分 、鶴川駅に 11

名が集合。決晴、絶好の日和に恵まれる。

鶴川駅裏の鶴見川に出て川沿いに景観を楽

しみながら遡上する。コサギやカモが見ら

れた。古川公園、下川戸上流の規水広場、
新袋橋を経て野津回の丸山橋へ。この辺り
多自然型規水広場となっている。河川と里
山が入り交じり気持ちのいい景観となって
いる。珍しいテングチョゥを発見して大喜
びだつた。 2時 、鍛治屋車橋近くのサイゼ
リヤで新年を兼ねた遅い昼食をとる。天候
仲間に意まれ、楽しい散策会となった。

て1月中旬〕
(日の出6時 51分 )晴 天が続いていたが
後半大雪となる。寒気厳しく池は氷に閉ざ
される日が多い。カモは喜々として水と戯
れている。藻は寒気にめげず勢いがいい。

て1月下旬〕
(日の出6時 48分 )天 候は回復 したが残
雪が処々に残る。寒気団が襲来、最低気温
は氷点下以下に。フュザクラは咲き続ける。
水辺のマダガスカルカヤッリノウが枯れて
くる。藻は階段にべったり張り付いている。

〔2月上旬}
(日の出6時 42分 )晴 天が続くが寒気は
厳 しい。池に氷が張っている日が多い。
昨年までこの季節、花を咲かせてロゥバイ
が刈り込まれて僅か 2～ 3輪花をつける。
コサギが時々飛来し釘を啄むでいる。藻、
ふんわりと膨らんでくる。

2月10日(水)「通信」発行、一本会

智ど香「爾音係遷場各豊岳警添賢戸P管着
議題;4月号清流会筆万奎事〔需負賓堅ぁ
予定、 2月度ウォーキング予定等

f2月中旬)
(日の出6時 33分 )春 一番、突然気温が
上がる。 4月 の陽気

連をど羊Fttrだ チ鱗
き競う。ムクドリが丹
片が一面に漠う。
2月12日(金)「おさかなポスト」探訪
9時 半にコンビニ前に集合。 7名参加。

震曇倉喬法香層景告早盤暫景是揮安
。
卜」の

活動の説明を受ける。
・多磨川は清流であったが周辺の都市化で
死の川になってしまう。
・下水道が整備されよみがえり、今では大
量のアュが遡上するようになった。
・「おさかなポス ト」のスター トは 20o5
年、金魚の捨て場に困り泣いて歩いてい
る少年に出会ったことだった。
・捨てられる魚やカメは殺さず飼育し里親
を探すようにしている。        ′
・ペ ットを安易に捨てないよぅ、子ども達
への教育に力を入れている。
次いで山崎さんのお宅兼事務所に伺 う。折
り重なるように設置された水槽に様々の魚
やカメが飼育されていた。
「おさかなポス ト」は稲田公園の一隔にあ
つた。フェンスに囲まれたコンクリー トの
水槽が幾つかに区切られ保護 された魚やカ
メが飼育されていた。親子ずれが餌をやっ
ていた。懇切な対応に感謝 して辞去する。
2時 過ぎ中之島駅近くで遅い昼食をとる。
教えられることの多い散策だった。

て2月下旬〕

埜具呂騨呈唇R:余経害昂,iトガと夢分す
。

亀佑終ごぢ法基経採僚を西香たよ品晶是垢
。

塁蓋松是縁皆霞ズと,こ留登【嵩ふ:警t、るようだ。(この項おわり)


